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に 5 カ所が開設（全国を 5 区分し、それぞれの区内






































































































































































































に対し、医師 15 人、看護婦 45 人とあり、大島清松
園患者数 800 人に対し、医師 9 人、看護婦 35 人とあ
る。一方結核においては、清瀬病院患者数 898 人に
対し、医師 25 人、看護婦 167 人とあり、福岡療養所




対し、医師 1 人であり、星塚敬愛園患者数 1,095 人

















































所者数 3,464 人（死亡：2,419 人、転所：215 人、軽
快退所：546 人、自己退所：148 人、ハンセン病でな
い：0 人、その他：64 人）、とその全容を明らかにし





























































































































































































































対策上の課題」『社会福祉研究』第 16 巻、pp.11 
4）村上貴美子（2013）「「癩予防ニ関スル法律」の制
定要因に関する考察」『関西福祉大学研究紀要』16























































































f （20201113 現在） 
・徳永進（2019）『増補・隔離－故郷を追われたハン
セン病者たち－』岩波現代文庫 
・美馬達哉（2007）『病のスペクタクル－生権力の政
治学－』人文書院 
・神野正史（2020）『感染症と世界史－人類はパンデ
ミックとどう戦ってきたのか－』宝島社 
・鶴見和子（2001）『南方熊楠・萃点の思想－未来の
パラダイム転換に向けて－』藤原書店 
・花田昌宣（2012）「日本近代化過程におけるハンセ
ン病」『社会福祉研究所報』40、pp.151－165 
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